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取り入れた、さまざまな工夫がされています。
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低出生体重児の育児不安を軽減
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　月齢ごとに「できる・で
きない」で発達を記入す
る母子健康手帳とは異
なり、ハンドブックでは初
めてお座りできた日など
「◯◯ができた日」を記
入できるようになってい
ます。

　母子健康手帳では、
発育曲線の目盛りが
1000グラムから始まる
のに対し、ハンドブックで
は０グラムからとなってい
ます。1500グラム未満
の極低出生体重児を持
つママ・パパの気持ちが
形になりました。

先輩ママからのメッセージ
　「今は暗いトンネルの中でも、絶対に出口の光
は見えるよ！」「この子がいたから出逢えた人、出逢
えた世界」など、各所に先輩ママ・パパからの励ま
しのメッセージ。これから育児をしていくママ・パパ
に寄り添う内容になっています。

9歳まで対応
　他県では3歳または6歳まで記録できるのに比
べ、本県は、就園や就学で悩むことの多い低出
生体重児のママ・パパに対応するため、9歳まで
の成長を記録できるようになっています。

できた日を記入する成長記録

やまなしリトルベビー
ハンドブックの特徴

極低出生体重児に対応した発育曲線

低出生体重児の育児不安を軽減
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